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議      長  日程第12「各種委員会委員等の諸般報告」を議題といたします。 

 神奈川県西部広域消防運営協議会報告を選出議員の齋藤永君より報告願いま

す。 

１０番 齋  藤  平成28年第１回神奈川県西部広域消防運営協議会報告書。齋藤永。 

 日時、平成28年７月４日、月曜、10時から。場所、小田原市役所３階、議会

全員協議会室。出席者、井上栄一議会議長、齋藤永議会議員。 

 内容。１、議題、書面会議（平成28年５月２日付運営協第１号）の結果につ

いて。神奈川県西部広域消防運営協議会監事の選任について。結果、山北町 

総務防災課課長 瀬戸靖氏が選任されました。 

 （２）消防の広域化の結果について。１、警防上の効果。現場到着時間の短

縮、初動体制の強化、補完（バックアップ）体制の強化、大規模災害への対応

力の強化。 

 ２、組織・人事上の効果。①本部機能統合の効率化による現場活動要員の増

強、②救急業務や予防業務の高度化及び専門化。 

 ３、住民サービスの向上。 

 ４、消防団との連携強化。 

 ５、行財政運用上の効果。①消防車両の合理化による効果、②高機能な施設

等の合理化による効果、③その他、行財政運用上の効果。 

 ６、消防活動の維持。 

 ７、今後の課題として、①活動範囲の拡大や建築物の大規模化等により都市

構造の高度化に伴う災害態様の変化への対応があげられ、これらの諸問題に的

確に対応していく中、長期視野で解消し、持続的に施策の展開を図る。 

 なお、詳しい資料は事務局にありますので、御希望の方はごらんください。 

議      長  報告が終わりました。これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり ） 

 質疑なしとのお声ですが、質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり ） 

 質疑なしと認めます。質疑を打ち切ります。以上で、神奈川県西部広域消防

運営協議会報告を終わります。 
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議      長  日程第13「委員会の閉会中の継続審査申出書」を議題といたします。 

 産業厚生常任委員会委員長からの申出書について、お諮りいたします。委員

長からの申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。 

 議会広報公聴常任委員会委員長からの申出書について、お諮りいたします。

委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。 

 議会運営委員会委員長からの申出書について、お諮りいたします。委員長か

らの申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。 

 議会基本条例制定委員会委員長からの申出書について、お諮りいたします。

委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。よって、委員長からの申出書のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決定いたしました。 

議      長  日程第14「議員派遣について」を議題といたします。 

 この件につきましては、議会閉会中の調査活動等について、今後の計画につ

いて、お手元に配付のとおり派遣することに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数 ） 

 異議なしと認めます。議会閉会中の調査活動等に議員を派遣することに決定
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いたしました。なお、日程・派遣議員に変更が生じた場合には、議長に一任を

お願いいたします。 

議      長  以上で、予定しました日程の全てが終了いたしました。これをもちまして、

本定例会は閉会といたします。９日間にわたり、慎重な御審議をありがとうご

ざいました。 

 なお、２時45分より議会全員協議会を開催いたしますので、大会議室にお集

まりください。よろしくお願いいたします。御苦労さまでした。（14時17分） 

 

 

 この議事録は事務局が作成したものであるが、その正確なることを証するた

めに署名いたします。 

 

 平成２９年 １月１１日 

 

     松田町議会議長  井 上 栄 一 

 

     署名議員 ５ 番  中 野   博 

 

     署名議員 ６ 番  飯 田   一 

 


